
事業番号 - - -

（ ）

現状・課題
（5行程度以内）

翌年度へ繰越し（D) - ▲ 77 ▲ 139 -

「重要政策推進枠」300百万円
国立登山研修所の施設整備等における増

-

補助率等

事業概要
（5行程度以内）

本事業は、JSCがその設置するスポーツ施設の整備を行うために要する経費を補助するものである。
令和２年度以降補助金を交付したJSCの事業は、①国立競技場の整備（東京2020大会後の整備）、②国立登山研修所の機能強化等の２つである。
①は、令和４年度及び令和５年度に設計業務を実施した。（令和３年度予算及び令和４年度予算をそれぞれ翌年度に繰越）
②は、令和４年度及び令和５年度に基本設計業務等（令和４年度第２次補正予算（令和５年度に繰越））を実施している。令和５年度に実施設計業務、一部改修等工事（令和５年度
第１次補正予算）を実施する予定である。

実施方法 補助

予算額・
執行額

（単位:百万円）
（インプット）

令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

執行額(G) - - 16

計(F)
=（A)+（B)+（C)+（D)+（E)

- - 77 749 300

予備費等（E) - - - -

予算の
状況

前年度から繰越し（C)

当初予算（A) - 77 93 - 300

- - 77

定額

令和3年度
事業終了

（予定）年度
終了予定なし 担当課室

139 -

補正予算（B) - - 46

610

610

令和5年度第1次補正予算

2023 文科 22 0387

文部科学省

政策 11　スポーツの振興

事業の目的
（5行程度以内）

独立行政法人日本スポーツ振興センター（ＪＳＣ）の設置するスポーツ施設の整備充実を図るため、ＪＳＣが行う施設整備に要する経費に対して補助を行い、もってスポーツの普及
振興に資することを目的とする。

政策課
政策課長　        先﨑 卓歩
健康ｽﾎﾟｰﾂ課長 和田 訓

会計区分 一般会計

根拠法令
（具体的な

条項も記載）
スポーツ基本法第14条

関係する
計画、通知等

大会後の運営管理に関する基本的な考え方（平成29年11月13日取りまとめ）
国立競技場に係る「大会後の運営管理に関する基本的な考え方」（令和4年
12月28日改定）
第3期スポーツ基本計画（令和4年3月25日策定）

事業名 独立行政法人日本スポーツ振興センター施設整備 担当部局庁 スポーツ庁 作成責任者

事業開始年度

施策
11-2 東京大会のレガシーを継承した持続可能な競技力向上体制の構
築

政策体系・評価書URL

主要経費 教育振興助成費

令和5年度行政事業レビューシート

https://www.mext.go.jp/content/20221215-mxt_kanseisk01-
000026547-34.pdf

事業概要URL

(項)令和5・6年度
予算内訳

（単位：百万円）

歳出予算項・目 令和5年度当初予算

計（A) -

300

12%

執行率（％）
=(G)/(F)

- - 21%

(独)日本スポーツ振興センター施設整備費

当初予算＋補正予算に対する執行額
の割合（％）

=(G)/｛(A)+(B)｝
-

主な増減理由（・要望額・予備費）令和6年度要求

　

　

(目) (独）日本スポーツ振興センター施設整備費補助金

300

JSCは多数のスポーツ施設を有しており、いずれの施設も稼働率が高く、利用者の安全・安心な施設環境の提供を第一に管理運営を行っていく必要がある。そのためには、適時の
点検により老朽化の状況を的確に把握、診断した上で改修等を行い、効果的・効率的に施設の長寿命化を図ることが求められる。
また、社会情勢や利用者のニーズの変化に応じて、施設の機能向上を図ることも必要となる。

令和6年度要求

-

-

-



アクティビティ①についてアウトカムが複数設定できない理由

-

-

-1 1

成果実績

-

目標値 ％ -

- -

成果目標及び成果実績
①-1

（短期アウトカム）

成果目標

1

観戦ボックス等の設置により快適な観戦環境が実現し、特に国際試合や全国大会等のスポーツイベントにおいてその活用が進むと考えられるため、スポーツイベ
ントにおける観戦ボックス等の活用状況を短期アウトカムとして設定した。

-

-％

アウトカム設定について
の説明

令和3年度 令和4年度
5年度

活動見込
6年度

活動見込

-

-

-

7

国立競技場について、必要に応じて施設の修繕や機能向上（観戦ボックス等の設置）を行い、毎年度適切に管理運営することにより、利用するイベント主催者の満
足度が高くなり、その結果、国立競技場が継続的に利用され、有効活用が図られることになると考えられるため、国立競技場を利用するイベント主催者の満足度を
長期アウトカムとして設定した。

成果実績及び目標値の
根拠として用いた

統計・データ名（出典）
/定性的なアウトカムに

関する成果実績

国立競技場の貸出実績

令和2年度 令和3年度

-

9 年度

国立競技場の施設利用者等の満足度
主催者に対し実施する満足度
調査において「満足」「やや満
足」等プラスの評価の割合

達成度

単位 令和2年度

-

目標最終年度

↓

活動内容①
（アクティビティ）

観戦ボックス等の設置
R3：設計業務の完了（R4へ繰越）
R4：設計業務の完了（R5へ繰越）

活動実績

年度

- -

定量的な成果指標 単位

件 -

目標年度
令和4年度

活動目標及び活動実績
①

（アウトプット）
当初見込み 件

1 -

-

活動目標 活動指標

-

達成度 ％

スポーツイベントにおける観戦ボックス
等の活用状況

観戦ボックス等を活用した国
際試合や全国大会等の数

成果実績 ％ - -

-

スポーツの国際試合や全国大会等に活用される国立競技場について、「観るスポーツ」としてのスタジアム機能の向上（ホスピタリティ機能）を図るために要する経
費を補助する。

成果目標及び成果実績
①-3

（長期アウトカム）

成果目標 定量的な成果指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度

成果実績及び目標値の
根拠として用いた

統計・データ名（出典）
/定性的なアウトカムに

関する成果実績

JSCが国立競技場を利用するイベント主催者に対し実施する満足度調査
（国立競技場の管理運営について終了予定はないため、目標最終年度については、JSCの中期目標期間（令和５～９年度）の最終年度とした。）

成果目標①-1の
設定理由

（アウトプット
からのつながり）↓

↓
成果目標①-2の

設定理由
（短期アウトカム
からのつながり）

80

-

アクティビティ①について定性的なアウトカムを設定している理由

-

％ - - -

目標値 ％ - - -



活動内容②
（アクティビティ）

登山指導者の養成、資質向上のための研修会の開催等を業務とする国立登山研修所の老朽化が進んでいるため、施設修繕・設備更新を行い、利用者の安全確
保を図るために要する経費を補助する。

↓

活動目標及び活動実績
②

（アウトプット）

活動目標 活動指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度
5年度

活動見込
6年度

活動見込

施設修繕・設備更新の実施
R4：修繕等計画の作成等
　　 （R5へ繰越）
R5：設計業務等の実施

活動実績 件 - - - 1 -

当初見込み 件 - - 1 1 -

↓
成果目標②-1の

設定理由
（アウトプット

からのつながり）

必要な施設修繕・設備更新を行うことにより、施設・設備の安全が確保され、計画どおり研修会を開催することができるため、登山指導者の養成、資質向上のため
の研修会の開催を短期アウトカムとして設定した。

成果目標及び成果実績
②-1

（短期アウトカム）

成果目標 定量的な成果指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度
目標年度

7 年度

登山指導者の養成、資質の向上のた
めの研修会開催

登山指導者の養成、資質向上
のための研修会の実施回数

成果実績 回 - - 8 -

目標値 回 - - 8 8

達成度 ％ - - 100 -

成果実績及び目標値の
根拠として用いた

統計・データ名（出典）
/定性的なアウトカムに

関する成果実績

研修会の開催実績

↓
成果目標②-2の

設定理由
（短期アウトカム
からのつながり）

研修会が開催され、その内容が有意義であれば登山指導者の養成、資質の向上が図られると考えられるため、研修参加者の満足度を長期アウトカムとして設定
した。

成果実績及び目標値の
根拠として用いた

統計・データ名（出典）
/定性的なアウトカムに

関する成果実績

JSCが実施する研修会参加者に対する満足度調査
（登山研修所の管理運営及び研修会の開催について終了予定はないため、目標最終年度については、JSCの中期目標期間（令和５～９年度）の最終年度とし
た。）

成果目標及び成果実績
②-3

（長期アウトカム）

成果目標 定量的な成果指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度
目標最終年度

9 年度

登山指導者の養成、資質の向上

研修会参加者に対し実施する
満足度調査において「満足」
「やや満足」等プラスの評価の
割合

- - 98.8 -

目標値 ％ - - 80 80

達成度 ％ - - 123.5 -

成果実績 ％

アウトカム設定について
の説明

アクティビティ②について定性的なアウトカムを設定している理由

-

アクティビティ②についてアウトカムが複数設定できない理由

-



目標年度における効果測定に関する評価（令和10年度実施)

-
点検結果

【アクティビティ①】
・令和3年度予算（設計業務）については、事業スケジュールの変更により令和4年度に繰り
越したが、その後事業内容の見直しが行われ執行率が16%となっている。
・令和4年度予算（追加の設計業務）については、整備方針の見直しにより令和5年度に繰り
越して執行することとしている。

【アクティビティ②】
・令和4年度予算（設計業務等）については、設計内容の見直しにより令和5年度に繰り越し
て執行することとしている。
・上記の設計に基づき令和6年度に実施設計並びに整備工事を実施する予定。

-

-

この事業は、令和4年度決算において、一部翌年度に繰り越されたほか、不要額が多く発生していることから、より詳細な要因を分析したうえで、工程管理等を行い
ながら、予算執行の適切な改善に努めるべきである。

外部有識者の所見

外部有識者による点検対象外

0358

2021 文科

上記への対応状況

-

上記への対応状況

-

過去に受けた指摘事項
と対応状況

-

-

令和2年度

0014

令和4年度 2022 文科 21

アクティビティ①及び②について、目標年度に向け引き続き取り組む。

-

関連する過去のレビューシートの事業番号

新21

令和元年度

平成28年度 321

平成29年度 -

令和3年度

平成27年度

行政事業レビュー推進チームの所見に至る過程及び所見

平成24年度 393

平成25年度 356

公開プロセス・秋の年次公開検証（秋のレビュー）における取りまとめ

その他の指摘事項

令和3年度補正予算の執行において、事業内容に変更及び延期が生じたことから、令和4年度執行分についても執行率の低下及び不用額が生じてしまった。令和
5年度以降については、事業計画の適切な管理等についてJSC側に指導を行い、予算の計画的な執行に努める。

事業内容の一部改善

執行等改善

341

平成30年度 -

平成23年度 366

事業に関連する
ＫＰＩが定められて
いる閣議決定等

名称

URL

該当箇所

平成26年度 349

備考

改善の
方向性

所見を踏まえた改善点/概算要求における反映状況

事業所管部局による点検・改善

-



資金の流れ
（資金の受け取り先が
何を行っているかにつ

いて補足する）
（単位：百万円）

スポーツ庁

16百万円

【A】独立行政法人日本スポーツ振興セン

ター

16百万円

【B】国立競技場大会後の整備

民間企業1社

1件

16百万円程度

【補助金】

【一般競争契約（最低価格）

国立競技場の大会後の整備に必

要な業務を行う。



　

支出先上位１０者リスト

A.

B

支出先上位10者リスト欄についてさらに記載が必要な場合はチェックの上【別紙3】に記載 チェック

-

落札率

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（支出額10億円以上）

1 株式会社梓設計 9010701000413
国立競技場観戦ボックス等増
設基本設計業務

16
一般競争契約
（最低価格）

1 99.9％

支　出　先 法　人　番　号 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

契約方式等
入札者数

（応募者数）

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（支出額10億円以上）

1
独立行政法人日本スポーツ
振興センター

5011105002256
設置する施設（国立競技場）
の整備

16 補助金等交付 - - -

費目・使途欄についてさらに記載が必要な場合はチェックの上【別紙2】に記載 チェック

支　出　先 法　人　番　号 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

契約方式等
入札者数

（応募者数）
落札率

費目・使途
（「資金の流れ」において
ブロックごとに最大の金
額が支出されている者に
ついて記載する。費目と
使途の双方で実情が分

かるように記載）

A. B.

費　目 使　途

計 16 計 16

金　額
(百万円）

費　目 使　途
金　額

(百万円）

事務費 国立競技場大会後の整備 16 事務費 国立競技場観戦ボックス等増設基本設計業務 16


	行政事業レビューシート

